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１．はじめに  

「コンクリート廃材のリサイクルへの取り組み（その１）」1)では、砕石および ILB 用骨材としての利用
を検討した。本編では回転式破砕混合装置（以後、「ツイスター」と記す。）によって破砕したコンクリー

ト廃材（以後、「ツイスター破砕材」と記す。）の利用用途をさらに拡大するため、コンクリート用再生粗

骨材としての利用を調査・検討した。 
２．試験概要 

ツイスター破砕専用機（φ1,500mm）を使用して２種類のコンクリート塊を破砕し、5mm のフルイで再
生粗骨材と再生細骨材に分別した。吸水率の異なる再生粗骨材を使用し、コンクリートの試験練りを行っ

た。その結果、ツイスター破砕材がコンクリート用粗骨材として利用できる可能性が示された。 

３．試験結果および考察 表-1 破砕材の吸水率 
(1) ツイスター破砕材の特徴 コンクリート塊①（玉砂利、Gmax＝25mm、17.0N/mm

2）

チェーン本数 チェーン回転数 乾燥密度 吸水率 5mmｵｰﾊﾞｰ

上-中-下段 （回転／分） (g/cm3) （％） 回収率(％)

－ － 2.58 2.91 －

600 2.45 5.97 28.9

750 2.46 5.52 24.9

900 2.48 5.19 20.0

コンクリート塊②（玉砂利、Gmax＝40mm、27.4N/mm
2）

チェーン本数 チェーン回転数 乾燥密度 吸水率 5mmｵｰﾊﾞｰ

上-中-下段 （回転／分） (g/cm3) （％） 回収率(％)

－ － 2.56 3.33 －

600 2.44 6.54 42.0

750 2.48 5.82 31.9

900 2.48 5.72 25.1

骨材の種類

原粗骨材

再生粗骨材

8-4-4

8-4-4

骨材の種類

原粗骨材

表-1に示す２種類のコンクリート塊をツイスター
のチェーン回転数をパラメータとして破砕した。使

用したコンクリート塊は建設から約 40 年経過した
建築物の壁コンクリートと基礎コンクリートである。

原粗骨材は原コンクリートを塩酸で溶解し、吸水率

を測定した。 
コンクリート塊①および②の粗骨材にはいずれも

玉砂利が使用されていたが、最大寸法はそれぞれ

25mm、40mm であった。圧縮強度はそれぞれ 17.0、
27.4N/mm2、原粗骨材の吸水率はそれぞれ 2.91％、
3.33％であった。 
ａ．チェーン回転数と回収率 
ツイスターはチェーン回転数を増加させると

5mmオーバー回収率が低下する。すなわち、小さ
く破砕される。 
ｂ．チェーン回転数と吸水率 
ツイスター破砕材は原粗骨材周囲にモルタルや

セメントペーストが付着しており、原粗骨材の吸

水率を上回る。チェーン回転数を増加させること

で破砕材の吸水率は低下するものの、原粗骨材の

吸水率は原コンクリートによって差があり、チェ

ーン回転数と吸水率の関係が見出せない。そこで、

数種類の玉砂利や玉砂利砕石を粗骨材として使用した

図-1に示すように、5mmオーバー回収率と吸水率増分
とはツイスター破砕材の 5mmオーバーの吸水率から原

係 
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(2) 試験練りのケース 

２種類のコンクリート塊 A,B をツイスター破砕専用機
吸水率と W/Cをパラメータとした試験練りを行った。な
実施した。使用した材料を表-2に、試験練りを行った配
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図-1 5mmオーバー回収率と吸水率増分の関
回収率（％）
コンクリート塊をツイスターで破砕したところ、

に比較的良い相関がみられた。なお、吸水率増分

粗骨材の吸水率を差し引いた値とした。 

（φ1,500mm）で破砕し、再生粗骨材を製造し、
お、比較のために普通粗骨材を使用したケースも

合のケースを表-3に示す。 

吸水率，コンクリート用再生粗骨材 
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表-2 試験練り使用材料 表-3 試験練りケース 

 材
表乾密度 吸水率

(g/cm3) (%)
3.04 －

普通 2.66 1.05
2.46 5.52

① 2.58 3.29
② 2.47 5.38
③ 2.43 6.49

細骨材 普通 2.57 2.19

　　料 種　　類

セメント 高炉ｾﾒﾝﾄB種

粗骨材

砕石

再生

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊A

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊B

川砂

 

 

 

 

 

 

(3) 試験結果 

全ケースを対象にして、圧縮強度試験、静弾

性係数の測定を行った。また、表-3の試験ケー
スのうち、W/C＝50％の再生コンクリートの乾燥収縮測定、凍結融解試験を行った。 

W /C s /a
(% ) (% ) W C S G
4 0 4 1 1 6 5 4 1 3 6 9 2 1 ,0 2 3
5 0 4 4 1 6 0 3 2 0 7 8 3 1 ,0 2 3
6 0 4 6 1 6 0 2 6 7 8 2 8 1 ,0 2 3
4 0 4 1 1 6 5 4 1 3 6 8 1 9 6 0
5 0 4 4 1 6 0 3 2 0 7 7 2 9 6 0
6 0 4 5 1 6 0 2 6 7 8 1 7 9 6 0
4 0 4 1 1 6 2 4 0 5 6 9 0 1 ,0 0 9
5 0 4 4 1 5 7 3 1 4 7 8 0 1 ,0 0 9
6 0 4 5 1 5 5 2 5 8 8 3 2 1 ,0 0 9

② 5 0 4 5 1 6 4 3 2 8 7 9 6 9 2 2
4 0 4 1 1 6 7 4 1 8 6 9 2 9 2 6
5 0 4 4 1 6 2 3 2 4 7 8 4 9 2 6
6 0 4 6 1 6 2 2 7 0 8 2 9 9 2 6

粗骨材の種類
単位量 (k g /m 3)

普通 砕石

再生

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 A

ｺﾝｸ ﾘｰﾄ塊 B

①

③

ａ．圧縮強度、静弾性係数 

① W/Cが 40％では、吸水率の増加による圧縮強度の低下が顕著となるが、W/Cが 50，60％では吸水率
が６％程度でも圧縮強度への影響は小さい(図-2) 

凡例 ② W/Cに関係なく、吸水率増加によって静弾性係数は小さくなる(図-3) 
③ 再生骨材を用いた場合、静弾性係数は圧縮強度との関係が認められるものの、

その値は算定式 2)を下回る傾向がある(図-4) 
 

 

  
 

 

 

 

 

図-2 圧縮強度試験結果         図-3 静弾性係数測定結果     図-4 圧縮強度と静弾性係数 
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ｂ．乾燥収縮、凍結融解 

① 再生粗骨材の吸水率が 3～7％の範囲では、180
日経過時の乾燥収縮に普通粗骨材との差はみら

れなかった(図-5) 
②  凍結融解は粗骨材の吸水率の増加にともなっ
て、凍結融解サイクルが 150 回を超える頃から
相対動弾性係数の低下がみられた(図-6) 
(4) 考察 

ツイスターで製造した再生粗骨材は、吸水率が

３％を下回る可能性は低い。しかしながら、３％を

上回る吸水率の再生粗骨材でも要求性能や使用箇所を限定することで使用可能であ

らに、東京電力㈱3)が実施している再生粗骨材に普通粗骨材を混合し、吸水率等の基

（骨材置換法、相対品質値法）を適用すれば、吸水率３％以下の確保は可能となる
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果 果 

４．おわりに 

ツイスター破砕材がコンクリート用再生粗骨材として利用できる可能性が示され

ンクリート塊をツイスターで破砕すると質量で 60～80％程度の５mm アンダー材が発
ー材は ILB 用骨材や埋戻し砂としては利用可能であるが、さらに利用用途を拡大す
リート用細骨材としての利用を調査・検討していく必要がある。 
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凍結融解サイクル数（回）

図-6 凍結融解試験結

乾燥養生期間（日）

図-5 乾燥収縮測定結
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